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１．研究計画の概要 
4 年間の研究期間に，以下に示す４つのイ

ネの高温耐性関連形質の改良に関する効果
を評価する． 
(１）開花時における葯基部の裂開長拡大の
効果 感受性品種に葯の裂開を大きくす
る遺伝子を導入した系統の高温不稔多発
地域での試験栽培を通じて，耐性向上の効
果を明らかにする．また，裂開に関与する
個々の遺伝子がどのようなメカニズムに
より裂開を大きくするのかを形態的な側
面から検討する． 

（２）早朝開花の効果 早朝に開花する品種
を収集し,高温不稔多発地帯での試験栽培
を通じて,どのような条件で早朝開花によ
る高温回避の効果が発揮されるかを理論
化する． 

（３）低穂温の効果 穂温については,すで
に品種間差異の存在が明らかにされてお
り,さらに，穂温決定のプロセスに基づい
た穂温の予測モデルが作成されている（研
究業績 1）.栽培試験では，実際に高湿度・
無風・群落条件下で穂温にどの程度の品種
間差異が生じるかを確認する． 

（４）穂に対する葉の遮蔽の効果 剪葉，間
引きなどの処理を群落に施すことにより，
葉による遮蔽が高温不稔の発生に及ぼす
影響とそのメカニズムを明らかにする． 

（５）稔実モデルの作成とモデル解析 ⅰ）
～ⅳ）で得たデータを下に，気象条件から
高温不稔の発生を予測するモデルを作成
し，4 つの形質を改良した場合の効果を評
価する．高温不稔が多発した 2003 年の長
江流域の気象データ，品種ごとの稔実デー
タを用いてモデルの精度を検証する．さら

に，温暖化時に予測される気象シナリオの
下でどのような形質が有効かを明らかに
する． 

 
２．研究の進捗状況 
（１）イネの高温不稔が多発する中国長江中
流域に，遺伝的に様々な葯の裂開特性をもつ
品種を３カ年にわたり試験栽培した．このデ
ータをもとに葯基部の裂開拡大の高温耐性
への効果を検討した． 
 イネの葯の裂開特性に対する QTL解析を行
った．また，基部の裂開の大きさが異なるイ
ネ葯の断面を観察し，断面構造を含む葯の形
態と裂開の大きさとの関連を検討した． 
（２）早朝開花品種を中国長江中流域で試験
栽培し，高温不稔回避への効果を検討した． 
（３）高湿度・弱風の圃場条件で穂のコンダ
クタンスのことなるイネ品種を栽培し，イネ
の保温の品種間差異を調査した． 
（４）中国長江中流域で均一な水稲群落にポ
ット栽培した水稲を持ち込むことで群落内
の穂の高さを変え，葉による遮蔽が受粉の安
定性に与える影響を検討した． 
（５）以上，４つの形質について，高温耐性
に及ぼす効果を検討してきたが，一部の形質
については，環境や稔実との関係を量的に結
びつける十分なデータを得ておらず，モデル
解析には至っていない． 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている． 
(理由) 
冷夏や，機器の不調により，十分なデータが
得られていないため，関連する要因を量的に
評価するに至っていない． 
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４．今後の研究の推進方策 
圃場を用いた実証的実験に加えて，人工気象
器と染色体部分置換系統群を用いた，遺伝・
環境から見て単純化な系による実験を行い，
形質と気温との関係を量的に明らかにする．
それに基づき，モデル解析等を進める 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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